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12 月 21 日、２学年生が、総合的な探究の時間に「探究発
表会」を開催しました。前の時間に各クラス全員で発表を行
い、相互に評価され選ばれた各クラス７人の代表者たちが、
ポスターセッションで発表を行いました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



「人は何故嘘をつくのか」「スマホ依存を抜け出すには」
「紙製の本はなぜなくならないのか」「本能寺の変の黒幕は
誰？」「宿題の必要性」「人と仲良くなるためには?!」など
様々なテーマがあり大変興味深かったです。それぞれ 5 分
ほどでプレゼンテーションをした後、参集した他クラスの生
徒も含む生徒達との質疑応答（QA）タイムがあります。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
さらに、12 月の 27 日には、皆さんの Google Form に

よる評価で選ばれた学校代表 2 名が、あつぎ市民交流プラザ



「アミューあつぎ」で開催された、「県央地区探究的学習発表会」
に参加しました。 

C 組の熊﨑鈴音さんは、「なぜ日本のアニメは世界で人気
か」F 組の串田夏美さんは、「海の生き物はどうやって満月
の日を知るのか？」のテーマでそれぞれ 2 ターム(回)の研究                      
発表を行いました。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 



発表が素晴らしかったのはもちろんですが、何より一番感
動したのは、さまざまな質問に対するお二人の応答ぶりでし
た。知識も思考も深いので、また何度も発表を重ねているの
で、他校の代表生徒や、校長先生がたからその場で出たちょ
っと難しい質問にも、自分の言葉で、実に的確に詳しく答え
ていて「発表も良かったけれど、この質疑応答が一番素晴ら
しい！」と褒められました。お二人が将来どんな素敵な大人
になるのか、本当に誇らしく、ワクワクしました。 

 
昨年度は 1 年生全員で体育館で同様にポスターセッショ

ンを行い、県央地区大会はオンラインでした。なぜ今回昨年
度にも増して、素晴らしいプレゼンができたのでしょうか？ 

 
昨年度の 12 月校内発表会のまとめの時、進路支援グルー

プの総括教諭熊谷先生と、２学年の進路支援で探究学習担当
の松浦先生は、①どれだけ真剣に取り組むかが人生を分ける！ 
②どんなテーマを設定するかが一番肝心である！ という話を
しました。75 期生は 1 年生の時の経験を活かして、それぞ
れ成長したのだと思います。そして、成功の秘訣はひとえに
授業の発表のためだけでなく、自分自身の生きる道と出会う
ために、各自が自分の好きなことを主体的に、楽しんで探究した
かどうか、にほかなりません。それは県央地区大会に参加し
たどの県立高校の生徒にも、本校の他の生徒達にも、等しく
言えることで、大好きなことがあって、それを真剣に探究し
た生徒たちの成長ぶりには目を見張るものがあります。 

 
3 年生はこの活動を、AO 入試でのプレゼンや、公募型推薦
の自己 PR など、進路活動に直接活かすことができており早
くから探究活動に、主体的に真剣に取り組むことの大切さを
実感していることと思います。 
教えてくれるのを待ち、受け取るだけの 

時代は終わりです。厳しい世の中ですが希 
望を持って、楽しく自分を知り、各自の興 
味に基づいて小さな行動を重ねていくことで、 
自分の 「大好き」 と出会い、キャリアを切り開 
いていってほしいと願っています。                         


